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認知症対策の成果と未来
新オレンジプランと認知症対策の推進の重点 真子美和

認知症治療の考え方 加知輝彦

認知症ケアパスの意義と活用
西播磨圏域における西播磨オレンジライフサポート作成の経緯
柿木達也／山口美保

認知症ケアパスの作成と活用
京都市における活用状況とこれから 西尾知

認知症サポーター養成を通じた金融機関の地域貢献
半田市における知多信用金庫の取り組みと行政の関わり
神谷みづ穂／池田美恵子

「認知症家族のつどい」と保健所保健師の役割
地域住民との連携によるソーシャル・キャピタルの活用
江戸美穂／大森葉子

塩 市における中学生と赤ちゃんふれあい交流事業

保健師のための行政学入門 吉岡京子
見方を変えると“場”が変わる 事例検討会の進め方 大木幸子
ナカイタ発 保健師へのつぶやき 中板育美
ニュースウォーク 白井正夫

弊誌の担当となり，「地区担当制」

という言葉を初めて聞いたとき，

保健師ならではの表現だなと

思いました。病院など医療機関に

勤める専門職は，目の前の患者を

「診る」のであり，その背景にある

「地区を担当する」という感覚は

ないでしょう。保健師においても，

かつては分野別の専門性を活かせ

る業務分担制が広まりましたが，

ここにきて地区担当制への回帰が

謳われていることは意味深いもの

があります。本特集が保健活動体

制を改めて見つめ直す契機になれ

ば幸いです。 (和田)

物事の発展ということを考え

るとき，その過程で「原点回帰」

ということがあります。それは

「逆戻り」なのではなく，一度，

前へ進んだうえでの「原点」なの

で，元の原点ではありません。あ

らためて進む段階には，「この時

代の」という言葉があるように，

以前とは異なる重みと深みと広が

りがあるでしょう。保健師教育が

地域看護から公衆衛生看護となっ

たように，「この時代の地区担当

制」には新しいものがあるはずで

す。特集の各論文を通じて読み解

いてみたいと思います。(杉之尾)
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